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北海道網走市におけるオオアシトガリネズミ
Sorex unguiculatusの寄生虫相
亀山祐一*†・佐藤理恵*・浅川満彦**・伊東拓也***・ 
沖本康平****・下井　岳*・橋詰良一*
（平成 26 年 7 月 21 日受付/平成 26 年 12 月 5 日受理）
要約：北海道網走市の山林で捕獲したオオアシトガリネズミを対象に，駆虫を行う前段として寄生虫を採集，
同定した。外部寄生虫，内部寄生虫の蠕虫類は，常法により採集，同定した。採集された外部寄生虫類は
10 種で，マダニ科は咬傷・炎症，コナダニ科はアレルギー疾患，ケモチダニ科は皮膚炎を宿主または飼育
従事者に起こす可能性がある。種名の判明した寄生ダニの多くは，道内における様々な哺乳類への寄生が報
告されていた。ケモチダニ科はトガリネズミ亜科に寄生するが，寄生された個体で皮膚の発赤が観察され，
駆虫の必要性が強く示された。内部寄生虫の蠕虫類は野生由来の全例で観察され，線虫類が多くの部位，吸
虫・条虫類が主に腸から採集された。
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1．　緒　　　言
　哺乳類には以前の「食虫目」から分かれたトガリネズミ
形目が存在し，同目ではスンクス（Suncus murinus）が
実験動物化されている。スンクスの胃の形態はヒトやイヌ
に近く，薬物や動揺刺激による嘔吐反応の動物モデルとし
て使われている1）。しかし，スンクスは低温に弱く，室温
が低下すると低体温・不動化する低温不耐性の特性があ 
り2），温・寒帯産のトガリネズミ形目のモデルも必要と思
われる。
　当研究室では北海道におけるトガリネズミ形目の最優占
種オオアシトガリネズミ（Sorex unguiculatus）の実験動
物化を 2009 年から試みてきた3-6）。その成果として，捕獲
による飼育個体の安定確保，基本となる飼育手法のめどが
立ち，ある程度の生存率で飼育が可能になっている。しか
し，実験に使用している個体は野生から捕獲してきたもの
で，臓器，筋肉，皮膚，体毛などに，細菌や寄生虫などの
病原体を持っている可能性がある。その可能性を示唆する
ものとして，ダニなど外部寄生虫の体表面付着，長期飼育
個体における脱毛，皮膚の発赤を当研究室の飼育個体で観
察している。それらの持つ病原菌が飼育動物や人に伝播す
ることを防ぐには，駆虫が必須である。駆虫を行うには，
まず寄生虫相を把握しなければならない。寄生虫相の把握
と駆虫により，健常な飼育個体への感染防止，実験の安定
性向上を期待できる。
　北海道に生息するトガリネズミ形目の外部寄生虫，内部
寄生虫相については，これまでにいくつかの報告があ 
る7-12）。特にトガリネズミ類に寄生している蠕虫は新種を
含め，多岐にわたることが報告されている12）。しかし，網
走近辺におけるオオアシトガリネズミの寄生虫相，同種の
飼育下に置いた個体やその産仔における寄生虫相について
は報告がない。
　そこで本研究では，網走市周辺の山林において捕獲し，
実験動物化のために飼育されているオオアシトガリネズミ
の駆虫を行う前段として，外部および内部寄生虫相につい
て調べ，飼育環境の衛生管理について考察した。
2．　材料および方法
　オオアシトガリネズミは鳥獣の保護及び狩猟の適正化に
関する法律に基づいた捕獲許可の申請を行った上で（オ
ホーツク総合振興局第他 11，12，22，23，40，41 号），
2013 年 6 月から 10 月に北海道網走市の天然林で墜落缶を
用いて捕獲した。捕獲した生体は既報6）に準じて飼育した。
寄生虫の検査は，数時間以内の冷蔵または凍結保存した死
体（捕獲時の死亡と飼育下での死亡含む）で行った。
　外部寄生虫は目視と懸垂法で採取し，常法13）に準じて
検査を行った。採集した虫体は 70％エタノールで固定，
保存した。吸血したマダニ類は 60～70℃の温湯で熱固定
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した後，70％エタノールに投入した。その後，虫体はゲー
タ液でプレパラート標本を作製し，実体顕微鏡で観察・同
定した。
　内部寄生虫，特に蠕虫類の検査は，浅川14）に準じて行っ
た。まず死亡個体は剥皮し，皮下の観察を行った。剥皮し
たと体は胴を切り開き，口蓋から鼻腔を掻爬した。次いで
と体は体幹筋の検査を行ったのち，咽頭・食道から直腸ま
での消化管と腸間膜，喉頭・気管，肺，心臓，横隔膜，肝
臓，膵臓，脾臓，腎臓，尿管および膀胱の摘出を行った。
切り離した各臓器は，剣先ピンセットで破って虫体を検索
した。回収した虫体は，70％エタノールまたはグリセリン・
アルコール液で固定・保存した。線虫はラクトフェノール
液15）で透徹，条虫・吸虫類は酢酸カーミンで染色した後，
プレパラート標本を作製して観察・同定した。
3．　結　　　果
　⑴　外部寄生虫
　30 頭のオオアシトガリネズミより，ダニ類のマダニ科 1
属 2 種 95 匹，コナダニ科 1 属 1 種 329 匹，ニクダニ科 1
属 1 種 105 匹，トゲダニ科 1 属 1 匹，ケモチダニ科 2 属 2
種 524 匹，不明 3 種 3 匹が採集され，ノミ類は採集されな
かった（表 1，図 1）。種数，個体数の両者でケモチダニ科
が多かった。以下，これらの採集結果について，科ごとに
採集状態を記載する。
a）マダニ科
　採集されたものはすべてマダニ属であった。採集された
マダニ属はトガリマダニ，ヤマトマダニの 2 種で，ヤマト
マダニは幼虫が 10 月，若虫が 8 月に多く採集された（図 2）。
マダニ属は調査期間内で散発的に採集された。
b）コナダニ科
　採集されたコナダニのすべてがケナガコナダニ（図 3a） 
であり，8 月から 10 月にかけて飼育舎内の給水器，ケー
ジに大量にみられた。
c）ニクダニ科
　5 月末から 8 月末まで捕獲した個体に，Labidophorus 
nearcticus の移動若虫（ヒポプス）が多数見られた（図
表 1　捕獲時死亡個体および飼育個体における外部寄生虫の同定
図 1　複数種が採集されたダニ類
図 2　捕獲時死亡個体 17 頭でみたトガリマダニとヤマトマダ
ニの消長
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3b）。
d）トゲダニ科
　トゲダニ科はモグラアシブトダニが 7 月に一匹採集され
た（図 3c）。
e）ケモチダニ科
　2 種が体毛から採集され，うち Protomyobia onoi が 53％
（当該虫の採集数／外部寄生虫全体の採集数×100，コナダ
ニ科を除く），次いで Amorphacarus yezoensis が 32％を
占め，全採集数の 85％が当該科となった。同科は 5 月下
旬から 8 月にかけて，大学付近で多く採集された。飼育し
た個体からは，このケモチダニ科のみが採集された（表 2）。
f）不明
　体毛から採集された 3 種 A～C を図示した（図 3d，e，f）。
採集時期は A が 8 月，B が 10 月，C は 7 月であった。
　⑵　内部寄生虫
　20 頭中 18 頭のオオアシトガリネズミで，内部寄生虫，
特に蠕虫類を検査し，その結果を表 3 に示した。
a）線虫類　括弧内に採集部位を示した。
　毛細頭線虫科（Capillariidae）Eucoleus oesophagicola （図
4a）【食道】：No.6 および 18 個体で採集された。食道を圧
辺して検査したところ，粘膜にもぐりこむように寄生して
いた。小型のため粘膜の周辺を切り取り，実体顕微鏡下で
剥離した。
　毛細頭線虫科（Capillariidae）Liniscus hokkaidensis （図
4b）【膀胱・尿道球腺】：No.1，3，7 個体で採集された。
　毛細頭線虫科（Capillariidae）Calodium hepaticum（図
5）【脾臓】：No.1 個体で採集された。寄生された脾臓は腫
脹し，表面から多数の成虫が観察された。成虫の体内で虫
卵が観察された。同種は主要寄生部位が肝臓で，脾臓に感
染することはまれとされている16）。ただし，脾臓に寄生す
る種は別種 Calodium splenaecum にする考えもある17）。
　胞翼虫科（Physalopteridae）Pseudophysaloptera sp.（図
4c）【胃・腸】：No.1～3，10，12 個体で採集された。数十
の虫体が固く絡み合った状態で採集された。長さ数ミリ～
2 センチ程度で，それぞれ破損していないものが 2 虫体，
頭のみが 10 虫体，尾のみが 5 虫体採集された。
　ヘリグモソーム科（Heligmosomidae）Longistriata yama-
shitai（図 4d）【胃・腸】：No.5，7，14 個体で採集された。
　ヘリグモネラ科（Heligmonellidae）Mammanidula ho-
kkaidensis（図 4e）【皮下組織】：No.14 個体の皮下組織に
刺入していた（図 4f）。暗褐色または白色の体色で，体長 0.5
～1 cm 程度のものが多く採集された。
b）吸虫類
　二腔吸虫科（Dicrocoeliidae）Zonorchis hokkaidensis （図
6a）【胆嚢・胆管】：No.1 個体で採集された。
c）条虫類
　膜様条虫科（Hymenolepididae）Hymenolepis sp.（図
6b）【小腸・大腸】：寄生率は 75％（当該寄生蠕虫種を宿
した個体数 / 検査した個体数×100）と高く，なおかつ全
調査地で検出された。
　不明 D（図 6c）【小腸・大腸】：寄生率は 50％で，野生
個体の半数から採集された。
4．　考　　　察　
　採集された外部寄生虫はすべてダニ目であった。ダニ目
は種数が極めて多く，主に気管系の状態で 7 つの亜目に分
けられる18）。調査により種名の判明した寄生ダニの多くは，
過去の報告7, 8, 19）でみられた種に含まれていた。一方，過
去に報告されたツツガムシ類7），ノミ類7, 20），シラミ類7）は，
本研究では採集できなかった。ノミ類の一部はなんらかの
機会に野ネズミまたはシマリスから移行したものと考えら
れており20），シラミ類の採集は偶然の機会と考察されてい
る7）。これら寄生虫相の差は，調査した年代・地域，本研
究における飼育導入の影響，サンプリング条件，特にサン
プリング時における宿主の体温のいずれかによるものと考
えられた。本項では採集されたダニを分類し，それぞれに
ついて考察した。
　マダニ亜目マダニ科の成虫は春から初秋までが活動期
図 3　ケナガコナダニ（a），Labidophorus nearcticus の移動
若虫（b），モグラアシブトダニ（c），不明 A（d），不
明 B（e）と不明 C（f）
表 2　飼育個体から採取された外部寄生虫
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表 3　捕獲時死亡個体および飼育個体における内部寄生虫の同定
図 4　線虫類の内部寄生虫　（a）食道の粘膜で観察された 2 匹の Eucoleus oesophagicola，（b）Liniscus hokkaidensis，（c）Pseudo-
physaloptera sp.，（d）Longistriata yamashitai，（e）Mammanidula hokkaidensis，（f）腰部皮下における Mammanidula ho-
kkaidensis
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図 5　線虫類の Calodium hepaticum（a）先端部の拡大，（b）全体像，（c）成虫の体内に観察された虫卵，（d）正常な脾臓，（e）寄
生された脾臓
図 6　吸虫類の Zonorchis hokkaidensis（a），条虫類の Hymenolepis sp.（b）と不明 D（c）
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で，皮膚寄生は 5 月から 8 月に多発する21）。今回の調査で
は，ヤマトマダニが 8 月に多く採集された。同種は全国的
に分布し，多くの哺乳類に寄生する22）。マダニ類によるヒ
トへの皮膚寄生は数多く発生しており，ヤマトマダニによ
るものはその 1/5 を占めている22）。オオアシトガリネズミ
は，ヤマトマダニ媒介性病原体の主要な保菌動物23）とさ
れている。このため，調査および飼育従事者が刺咬されな
い対策だけでなく，飼育個体から同種を駆虫する必要があ
る。同種は成虫が中・大型哺乳動物に寄生22）するので，いっ
たん飼育個体から駆虫すれば，飼育室内で生活環の成立す
る可能性は低い。
　トガリマダニは北海道，本州北部の野ネズミ，ナキウサ
ギなどで採集されており，トガリネズミに特異的な種では
ない24）。北海道の野ネズミから採取された同種で媒介性の
病原体が検出されているため25），ヤマトマダニと同様，対
策が必要である。トガリマダニは幼・若・成虫ともに小型
哺乳動物を利用するため24），飼育室内で生活環の成立する
可能性は高い。したがって，同種の駆虫に当たってはケー
ジ内の床敷き交換を怠らず，継続的にモニタリングするこ
とが必要となる。
　コナダニ亜目コナダニ科では，ケナガコナダニが観察さ
れた。同種は室温 21～22℃，湿度 75～84％を繁殖の至適，
選好とし，35℃以上の高温，乾燥に弱い26）。温度・湿度が
至適であったことに加え，生餌として給餌しているミル
ワーム床材として使用しているフスマが温床となり27），飼
育舎で大量発生したと考えている。同種は吸入性アレル
ギー疾患のアレルゲンの一つと考えられているため28），発
生後に飼育舎内を清掃し，市販の防ダニシート（ホウ酸で
ダニを脱水状態にするもの）をケージの下に敷いた。30
日後には飼育舎内で全く見られなくなったため，この対策
は有効と考えられた。
　コナダニ亜目ニクダニ科で観察された Labidophorus ne-
arcticus は米国におけるトガリネズミ形目モグラ科の巣と
体毛から採集され29），自由生活性で有機物を餌とし，哺乳
類の巣でよくみられる。同種はトガリネズミ科の動物で定
常的にみられ，すべてがヒポプスという摂食をしない移動
期の虫体とされている30）。今回採集された虫体も同様で，
床敷を十分与えて飼育すると，全発育期が大発生するため，
ケナガコナダニと同様の駆虫対策が必要であろう。
　採集されたコナダニ亜目は両種とも自由生活性のため，
宿主に直接的な被害をもたらさないと考えられる。ただし，
コナダニ亜目のヒョウヒダニではアレルギー性疾患との関
連が報告されており31），これを餌とするツメダニ等も発生
するおそれがある32）。ツメダニは虫咬症や痒みの原因とな
るため，根本となるコナダニ対策が必須である。
　ケダニ亜目ケモチダニ科では，Protomyobia onoiとAmor-
phacarus yezoensis の 2 属 2 種が観察された。ケモチダニ
科のダニは小型有袋類，翼手類，食虫類および齧歯類の一
部に寄生し33），体毛に付着して体液を吸うが乾燥や光に耐
性を欠く34）。Amorphacarus 属はトガリネズミ科，Proto-
myobia 属はトガリネズミ科トガリネズミ亜科に寄生する35）。
両種は体毛に付着して体液を吸うが，乾燥と光に弱く，単
宿主性とされている36）。これらが 2 週間以上飼育した個体
から採集され，宿主一個体あたりの採集数が多かったのは，
終生寄生性であったためと考えている。終生寄生性は寄生
様式の中で最も適応が進んだ生活形であるとされ，一般に
宿主に病害をほとんど与えない32）。しかし，採集した宿主
の皮膚で発赤が観察されたため，飼育環境下では増加が抑
制されることなく，急激な増加によって飼育個体に悪影響
を及ぼす可能性もある。
　今回検出された内部寄生虫の蠕虫類で種名の判明したも
のは，いずれもオオアシトガリネズミで報告されている種
であった11）。蠕虫類は野生由来の個体すべてで寄生がみら
れ，それら個体は外貌で健康の異常が観察されなかった。
また，6 ヵ月以上飼育した個体からも蠕虫類が多数検出さ
れたことから，長期に飼育しても内部寄生虫は消失しない
ことが示された。飼育下で生まれた個体からは内部寄生虫
が検出されなかったため，宿主動物の継代によって内部寄
生虫が清浄化される可能性はある。
　オオアシトガリネズミはエキノコックスを含めた多包条
虫の中間宿主であり34），これらの終宿主であるキタキツネ，
イヌなどに比べると，エキノコックスの感染リスクは低い。
しかし，体表面に付着しているエキノコックスの虫卵から
経口感染の成立する可能性はあるので，野生由来個体を取
り扱う際はグローブを着用し，作業終了後は手洗いを励行
すると安全である。
　感染の確認は，外部寄生虫では皮膚疾患の有無から，内
部寄生虫では糞便中に虫卵や幼虫を排泄するものであれ
ば，糞便の検査で診断できる。これらの診断は自分で行う
か，実験動物の検査を行う業者に委託することが考えられ
る。検便で虫卵が見つかれば寄生は確実であるが，陰性の
場合であってもプレパテント・ピリオド（感染から産卵ま
での日数）の期間に虫卵が見つからない可能性はある。し
たがって，検査は複数個体で，複数回行う必要がある。蠕
虫類の生活環は種によって異なるため，今後は既報11）に
基づいた同定が必要となる。
　駆虫は抗寄生虫薬で行うが，すべての蠕虫類に有効な薬
はない。したがって，捕獲したオオアシトガリネズミの野
生個体は，まず飼育導入時にイベルメクチン（アイボメッ
ク注など）で，外部寄生虫と線虫類の駆虫を行うのが実際
的と思われた。これまでの飼育導入個体の死亡率は，導入
初期に高く，その後徐々に低下している5）。導入時の駆虫
は野生個体に大きなストレスではあるが，疾患，衰弱によ
る死亡を抑制できる可能性もある。その後，必要に応じて，
飼育生存個体にプラジクアンテル（ビルトリシドなど）を
投与して，条虫と吸虫を駆虫することが良策と思われた。
野生個体と駆虫を行った個体の玉突き感染を防ぐには，両
者の飼育ケージや飼育場所を別けることが望ましい。薬剤
と検査法の選択については，実際に使用し，考察していく
必要がある。さらに，継代飼育を行い，定期的な検査を行
うことで，オオアシトガリネズミにおける寄生虫の清浄化
は可能と考える。
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Parasitic Fauna in Long-Clawed Shrew, 
Sorex unguiculatus, in Abashiri, Hokkaido
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Summary：We collected and identified the parasites in captive wild long-clawed shrews from forests in 
Abashiri as the first step of disinfection.  The ecto- and endoparasites, especially helminthes, were collect-
ed and identified using conventional procedures.  Ten species of e�ternal parasites were identified, includ-
ing those of I�odidae that causes bites and inflammation, Acaridae that causes allergic disease, and Myo-
biidae that causes dermatitis in their hosts and handlers.  Most of the identified parasitic mites have been 
reported to infect various mammals in Hokkaido.  Myobiidae were e�clusively collected from the e�am-
ined shrews, and thus, should be removed by anti-parasitic treatment because it causes skin rubor in 
their hosts.  Internal parasitic helminths were detected in all the wild shrews.  Nematodes were observed 
in various organs, whereas trematodes and cestodes were mainly found in the intestines.  
Key words：long-clawed shrew, ectoparasites, endoparasites
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